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昭和49年生まれ。大分県出身。49歳。金沢区富岡東在住。妻と2女の4人家族。平成9年、創価大学法学部卒業。
平成15年、米国・ワイオミング大学大学院 公共政策学 修士課程修了。大手物流会社を経て、平成27年4月、横浜
市会議員に初当選、現在3期目。
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市政の充実へ政策研究、現場調査に全力！

　8月21日、大塚国際美術館（徳島県鳴門市）を訪問。古代から現代までの世界の名画
1,000点以上を陶板で再現。歴史を旅するような構成、名画になりきるコスプレ写真

コーナーなど多世代で楽しめる企画もあり、
じっくりと滞在したい美術館です。地元の小学
生を招いてのワークショップなど教育活動への
貢献、近隣施設と連携した観光促進について
も伺いました。

美術館×観光×教育 の取り組み

　8月20日、民間による淡路島（兵庫県）の海岸線を活用した地方創再生
事業を視察。排出される生ゴミをその場で微生物処理するなど環境への
配慮も。人口密集地との隣接や豊かな自然環境など金沢区との共通点も
多く、賑わい創出へのヒントを得ました。また、阪神・淡路大震災の際に現
れた野島断層がそのまま展示される北淡震災記念公園も訪問。凄まじい
自然の脅威を実感しました。

徳島県 鳴門市

いじめ撲滅へ真剣な模索北海道 旭川市

HOKKAIDO

HYOGO

TOKUSHIMA

淡路島の賑わいと震災の記憶兵庫県 淡路市

　7月26日、横浜市の地域交通サポート事業、神奈川中央交通の連節バス、
福祉施設の車両活用と、3つの取組みが交差する横浜医療センターを訪問し、
車両への試乗のほか、それぞれの現状や課題を聴取。取組みの更なる充実
へ、関係者と意見交換を行いました。

　7月22日、全国で初めて市長部局が学校・教育委員会と一体的にいじめ防止に取組む旭
川市の「旭川モデル」を視察。児童生徒のケアを学校現場に任せにしない、重層的な体制整
備で「いじめ見逃しゼロ」の意識向上が図られている事を伺いました。

障害のある方を真ん中に置いた街づくり北海道 札幌市

　7月24日、社会福祉法人「麦の子会（札幌市）」を訪問。
発達に不安のある子供へ、家族へのケアを含めて幼児
期から学童期、成人後まで一貫した支援を提供しており、
住宅地に集積された各種施設はさながら「麦の子タウ
ン」のようです。同日には岸田総理も視察に訪れました。

未来を創る子育て支援北海道 札幌市

　7月23日、札幌市のえほん図書館を訪問し、乳幼児期
の読書に特化した開放的で明るい空間づくりなどを視
察。横浜市での図書館再整備にも活かして参ります。

地域交通の更なる充実へ横浜市



たけのうち猛
LINE

お友達登録はこちら▶

たけのうち猛
LINE

たけのうち猛
オフィシャルサイト
takenouchi-takeshi.com

https://www.facebook.com/takenouchit/
https://twitter.com/takenouchi_t

市民の皆さまと共に短信 市民の皆さまと共に短信
パラリンピックでの活躍を祈念！

　7月、8月は各地域のお祭り・盆踊りを巡り、皆
さまと楽しい交流。シーサイドタウン・サマーフェ
スタも名物の花火で大いに盛り上がりました。

　8月4日、金沢区出身のパラ
アスリート・馬術、日本代表の稲
葉将選手の壮行会を開催。東京
大会に続く出場を心から喜ぶと
共に、鍛錬の成果が遺憾無く発
揮されることを願っています！

猛暑に負けない地域の熱気

皆さまの声を「カタチ」に 富岡東の狭隘な坂道

並木十二天公園前の横断歩道
　小学校・中学校にほど近い通学路ですが、雨の日は大きな水た
まりで歩きにくい状態に。そこで排水マス新設＋再舗装。スッキリ
歩きやすくなりました！

　崖地の草木がさら
に狭めて「通行しづら
い」とのお声を頂いて
いました。スッキリ剪
定・伐採をして、明る
い通路になりました。

地元密着で防災を考える

　7月17日、地元中学生とのタウンミーティングへ臨み、災害時の助け合い
をテーマに意見交換。「地域のために出来ることをやらなくちゃ」という中学
生の真剣な問題関心に感銘を受けました。

中学生と意見交換

　7月29日、金沢支援学校で開催された参加型災害図上訓練（DIG）に参加。
地域の災害リスクや避難場所などを地図上に落とし、災害時に取るべき行動を
グループごとに考察。多くの新たな気付きのある、大変に貴重な機会となりま
した。

災害リスクを「想像」する

祭


